
中
小
紡
績
の
地
位
と

そ
の
将
来
に
つ
い
て

昭
和

m
・4
・i

一

、

ま

が

阻
和
三
十
五
年
六
月
凶
百
万
錘
の
設
備
制
限
撤
廃
以
来
、
第
一
表
に
示
す
如
〈
中
小
紡
は
年

を
経
る
毎
に
着
実
に
そ
の
地
歩
合
間
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
中
小
紡
が
進
出
す
る
と
と
が
出

来
た
背
景
と
し
て
は
べ
仰
戦
争
に
よ
り
十
大
紡
の
独
占
力
が
薄
れ
た
こ
と
、
判
元
来
紡
績
は
単

え

き

〈
第
一
表
)

大
紡
獄
、
中
小
紡
蹴
の
ウ
エ
イ
ト
対
比

五四 O三 1 ιL

六六 O三|ニ|比
重

抗ii

数

於

け

殻

錘

る

年

別

十

紡

紡

新

新

大

々

昭

和

二

十

五

年

予

二

十

六

年

手

二

十

七

年

二
・十

八

年

八
五
・六

七
二
・
八

六
回
・
二

六
二
・ムハ

"" ，・9

(
設
〉
鮫
帥
制
緩
数
は
各
年
末
現
在
、
各
種
糸
生
産
-Mは
各
年
問。

二
、
大
紡
績
と
中
小
紡
績
と
の
優
劣
比
較

付
個
別
的
観
点
よ
り
見
た
優
劣

州

立

地

条

件

紡
績
工
場
及
び
機
屋
の
府
県
別
分
布
状
況
を
比
較
す
れ
ば
第
ご
表
の
通
り
で
あ
り
、
十
大

紡
の
工
場
が
比
較
的
各
地
に
散
在
し
て
い
る
に
以
し
、
中
小
紡
の
工
場
は
機
業
地
に
集
中
し

て
お
り
、
消
費
地
と
の
関
連
性
と
言
う
点
で
は
中
小
紡
の
立
地
条
件
は
大
紡
績
よ
り
有
利
と

見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
中
小
紡
の
生
成
過
程
よ
り
見
れ
ば
当
然
の
と
と
で
あ
る
が
、

工
場
が
消

費
地
に
近
接
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
単
に
輸
送
貨
の

問
題
に
止
ら
ず
、
些
細
な
点
で
も

種
々
有
利
で
あ
る
。

中

小

紡

績

の

地

位

と

そ

の

将

来

に

つ

い

て

純
な
産
業
で
あ
り
、
他
業
種
よ
り
の
転
換
が
容
易
で
あ
る
こ
と
、
村
昭
和
二
十
六
年
上
期
の
輸

出
好
割
に
よ
り
綿
糸
不
足
を
招
い
た
こ
と
、
伺
周
年
七
月
以
降
綿
製
品
の
統
制
が
解
除
さ
れ
た

こ
と
、
同
二
十
七
年
春
以
来
二
十
八
年
五
月
迄
の
操
短
実
施
中
、
中
小
紡
は
漁
夫
の
利
を
占
め

得
る
如
、
矛
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
、
付
原
綿
に
対
す
る
別
口
外
賃
貸
の
実
施
-
綿
花
借
款
の
成
立

等
に
よ
り
資
金
一幽
で
も
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
こ
の
よ
う
な
基

般
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
一
般
に
大
紡
績
に
比
し
明
か
に
劣
弱
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
中

小
紡
が
極
め
て
着
実
に
伸
展
の
一
途
を
辿
っ
た
事
実
は
、
中
小
紡
も
そ
れ
相
応
の
優
位
性
を
持

っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
中
小
紡
績
は
大
紡
績
と
の
比
較
に
於
て

い
か
な
る
点
に
倒
劣
を
も
っ
て
お
り
、
そ
の
将
来
性
は
如
何
に
考
え
ら
れ
る
か
。
次
に
簡
単
な

検
討
を
賦
み
て
み
た
い
。

，4Et
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良

県
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県

静

岡

県
十
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新
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紡
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の

分

布
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別

織
布
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場

所

在

数

訪

績-
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新

々
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数
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県

一

八
三

七
一

県

一

一

O
四一

O
一

県

一

九

七

一

七

一

他

一

一一一
四

三

四

O
一

U
仁
川
円
刻
一

紡山駅
エ
織
は
二
十
七
年
末
、
織
布
エ
幼
は
二
十
六
年
七
月
末
現
在
。

企

業

規

模

紡
鍛
工
場
の
適
正
規
模
如
何
の
問
題
は
極
め
て
複
雑
で
一
概
に
は
論
ぜ
ら
れ
な
い
が
、

論

:そ愛広岡

剖 !の娘島山

(
枇
M
V

{ロ)

説
〈
そ
の
こ
)

紡

蹴

規

模

別

対

比

規

棋

fllJ 

錘

十

ザ

ー

千

錘

以

下

三

万

錘

以

下

六

万

錘

以

下

一
O
万

錘

以

下

一

O
万

錘

超

過

一

合

計

(
一
庇
)

量

一
一-一
一

二
五

二

て
五
九
九
一

一
、
九
三

二

一
、

o
=ニ

四、
七
九
七
一

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
末
現
住
。

川

数

産
業

・
物
価
等

%1数

.L1ー斗-1大

数 |工 |

五
三
凶問。

一一

-M

一0
0一

il z 0-0  

八
一

一一一一一一

一一一

一

一
O
一
一一

一
一
五
二
八一
O 八四五

工
新

錘
T 五 六六 二
i七 六四六 l冊
|八|六八一四 1-

労
働
生
政
性

労
働
の
生
-M性
に
お
け
る
挺
劣
を
如
何
な
る
点
で
対
比
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
る
か
は

問
凶
の
存
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一
応
百
封
度
当
り
の
匝
接
労
働
時
間
、
又
は
砲
接
労
働

-・ 第
四

.表

労

働

生

産

性

対

比

摘

要

一・

平

均

祷

手

二

一

帯

の

工

場

の

平

均

一

づ

二

二

帯

手

一

{紋

〉

労
働
山
口
湖
ハ
附
和
二
十
六
年
v
。

昼三三旦三三l%|数i

八 二 三一 i 畳

二本-21豆ーて二に二1場

二
}
四

場
規
模
別
の
分
布
状
況
は
第
三
表
の
通
り
で
、
十
大
紡
の
工
場
が
大
部
分
三
万
錘
以
上
を
右

す
る
に
反
し
、
新
三
制
で
は
逆
に
大
部
分
の
工
場
が
三
万
錘
に
遥
せ
ず
、
殊
に
五
千
錘
未
満

の
零
細
工
場
が
三
割
を
超
え
て
お
り
、

こ
の
点
よ
り
す
れ
ば
、
明
か
に
中
小
紡
の
企
業
規
模

は
十
大
紡
に
比
し
不
利
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

勿
論
中
小
紡
の
適
正
規
模
を
大
紡
鮪
と
同
等

と
考
え
る
こ
と
は
で
含
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
現
在
な
お
こ
れ
等
の
中
に
は
適
正
規
模

に
遥
せ
ん
が
為
の
噌
錘
気
迎
が
跡
を
断
た
ず
、
且
後
述
の
如
b
c
作
業
能
不
低
下
の
ご
凶
が
鉱

に
あ
る
と
す
れ
ば
中
小
紡
の
企
業
規
模
に
お
け
る
不
利
は
先
ず
焼
い
な
い
と
こ
る
と
・比
ら
れ

る。o I!!I四一

♀ J..三 ー二点」一|一一一一

数

数

工

I Tfl 

1古.ー主目ニじ二二|て二1:場

% 

四
ご
一 紡-

〈
単
位

錘
数
:
千
錘
、
工
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数
:
工
場
)

ん内

紡

一

工

場

数

一

.
数

地

%

一

一一一
一一

六
O
-

五一一一
一

一0
0・

新

錘

数

1割
以A

1% 

八
七
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一
九
・

=一五
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五三
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一
、
O
九

一O
O

九
八

時
州
当
り
の
生

-w一
同
に
よ
り
比
較
す
れ
ば
加
問
山
裁
の
通
り
で
あ
り
、

は
大
紡
仙
酬
の
そ
れ
に
比
ぺ
蒋
し
〈
劣
っ
て
い
る
。

中
小
紡
の
労
働
生
産
性

百

封

度

当

り

の

直

接

労

働

時

間

十

大

紡

一

新
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々
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一
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一
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接
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産

刈
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こ
の
よ
う
に
中
小
紡
の
労
働
生
産
性
が
低
い
原
因
を
、
第
五
衰
の
操
業
状
況
の
対
比
よ
り

推
測
す
れ
ば
、
工
場
規
模
の
経
済
的
有
利
性
K
お
レ
て
'大
紡
績
よ
り
劣
っ
て
い
る
と
と
の

外
、
工
員
の
定
住
性
が
低
い
(
工
員
の
平
均
勤
続
年
数
が
中
小
紡
に
お
い
て
は
著
る
し
〈
短

小
紡
に
・
お
い
て
は
大
紡
績
に
比
し
一
万
錘
当
り
の
就
労
人
員
が
多
〈
、

い
)
こ
と
に
よ
る
技
術
の
拙
劣
性
が
大
き
く
響
い
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
中

ス
ピ
ン
ド
ル
回
転
速

一
錘
当
り
の
生
産
高
が
低
い
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
右
の
事
情
に
よ
る
も
の
と

度
が
遅
〈
、

見
ら
れ
る
。
し
か
し
反
面
こ
の
定
住
性
の
低
位
が
中
小
紡
の
経
営
の
弾
力
性
を
強
め
る
一
因

と
な
っ
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い
。

(
第
五
表
)

操

業

状

態

対

比

摘

要

十

大

紡

(
七
=
工
場
)

-ハO
〉
、
四
一
一

O
.
八一二一一

一二三ニ一
τ三.二一一一七

二
九
・
二

二
二
・九

五
八
、
六
七
七

ス

ピ

ン

ド

ル

回

転

数

(

毎

分

回

)

一ロ
ニ

錘
当
り
生
産
量
(
二
O
単
換
算
、封
度
)

平

均

勤

続

年

数

(

年

)

平

均

番

手

〈

番

)

一

錘

り

員

(

人

)

一

場

数

(

錘

)
り

錘人

主方

当山当

八
慾
V

労
働
省
測
(
隔
和
一
一
十
六
年
巾
)
。

一五 一 b裂
ニ00-0九 |ー'弓

、!工新
二 四八七七 八|岨均
七 七三 91也紡
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労

働

賃

金

十
大
紡
と
中
小
紡
の
労
賃
月
額
を
対
比
す
れ
ば
第
六
表
の
通
り
で
あ
り
、
表
面
上
中
小
紡

の
労
賃
ほ
著
L
〈
低
〈
、
十
大
紡
の
七
割
強
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
前
述
の
通
り
中
小
紡
の

労
働
生
産
性
が
低
位
に
あ
る
点
を
考
慮
す
れ
ば
、
実
質
的
に
は
必
ず
し
も
中
小
紡
の
方
が
低

い
と
は
言
い
切
れ
ず
、
更
に
製
品
の
市
場
価
値
の
低
位
(
後
述
参
照
)
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
却

っ
て
中
小
紡
が
高
位
に
あ
る
こ
と
も
推
測
し
得
る
。

結
局
労
働
賃
金
の
面
で
は
十
大
紡
と
中
小
紡
と
の
聞
に
実
質
的
に
は
そ
れ
程
差
異
は
な
い

も
の
と
見
ら
れ
る
。

中
小
紡
績
の
地
位
と
そ
の
将
来
に
つ
い
て

(
第
六
表
〉

労

賃

月

額

対

比

(
単
位

円

一
男
子
一
女
子
一
平
均
一
向
上
指

一労
働
生
産
一桐

誌

叫

一

月

額

一

月

額

一

月

額

一
数
(
A
)
一性
指
数
一
基
E
旨
女

-

-

-

』

-

τM刊
ム一，
A
ふ
L
冨
単
4
頭

十

大

紡

一

三
、
九八六
一

七、
cλ
六
一
八
、
O
八
一一

一o
一

一

0
0
一

一

8

糊
紡
、
新
々

一

九、
0
2
一七
一
五
、四九
一一

五、九入六
一

七回
一

六
一一一

一
一九

一
十

大

紡

一
夫
、完入
一

一凶、党四
一

|
一

ー
一

一

職
員

一
棚
紡
、
新
々

一

豆、一入一一
一

六、克人
一

l
一

l
一

ー
一

ー

一
-
E
川

一

一

一

一

一

一

ハ
神
仙

)ω
二
十
七
年
五
月
皮
の
調
査
。

ω
平
均
月
制
酬
は
在
紡
人
員
に
よ
る
加
重
算
術
平
均
。

ω
労
働
生
産
性
指
数
は
労
働
時
制
当
り
の
生
産
量
の
指
数
化
。

ω
労
働
生
政
性
指
数
に
よ
る
修
正
指
数
は
「
平
均
月
矧
÷
労
働
生
渡
位
指
数
』
の
揃
数
化
。

ω
只
羽
紡
調
変
容
湖
、
但
し
労
働
生
産
性
指
数
は
紡
級
協
会
資
料
よ
り
算
出
。

区

分

同

生

産

費

十
大
紡
と
中
小
紡
の
生
産
担
内
訳
比
率
を
対
比
す
れ
ば
第
七
表
の
通
り
、
中
小
紡
に
お
い

て
は
原
料
費
の
占
め
る
割
合
が
著
し
く
高
い
。
こ
れ
は
中
小
訪
の
加
工
資
及
び

一
般
営
業
費

等
が
十
大
紡
に
比
し
低
位
に
あ
る
と
と
を
示
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

(
第
七
表
)

原

価

内

訳

比

率

対

比

き

実
*Jj 
li 
五
社
平
均

十
ーヒ
~ 

IIJJ 
分

I 
!ilj 

t主

役
平
均

.十
八
年
六
月
分

項

六
八
・三

%
一

二
六
・四

%
一

九
四
・七

%
一

=一
・
五
%-

7
八

%
一

}
0
0
・0
3

十

大

紡

平

均

中

小

結

平

均

目

原

料

費

製
造
原
師
に
占
め
る
加
工
費

製

造

原

価

計

一

般

管

理

閥

抗

販

売

費

支

払

利

息

割

引

料

合

計

八

0
・
入
筋

一
七
・
二

%

九
八
・O

%

0
・四

%

一
・
六
鬼

一0
0
・0
%

し
か
し
前
述
の
通
り
労
賃
は
実
質
的
に
は
必
ず
し
も
低
伎
に
な
い
と
す
れ
ば
、
加
工
費
の

割
安
は
何
に
起
因
す
る
か
が
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
は
第
八
表
に
示
す
通
り
結
局
福
利
賀
そ

=
一
五
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そ
の

こ
)

産
業

・
物
価
等

の
他
雑
経
費
の
低
廉
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
を
総
合
す
れ
ば
、
生
産
費
に
お
い

て
は
そ
の
中
に
含
ま
れ
る
労
賃
に
左
程
の
懸
隔
が
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
総
じ
て
中
小
紡
の
方

が
倭
位
に
立
っ
と
見
ら
れ
る
。

' 一 一一 一一一一 一一?一一第

S14示IJー其楠労材 I;会
ωω|日 般の i 
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本誌 ! 四他 I i加
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i At 判長造 I i党
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ii5-三 二一 (紡 i
盆 ! 0 ]L一七四六四|平
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三 15ぢ%% % % %%  I 
ト |叩 ーー一一ー一一一一一}一一一一一1-一一一‘
八 I ..! |中-
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(吋

資
金
回
転
皮

各
租
資
金
回
転
率
を
対
比
す
れ
ば
第
九
表
の
通
り
で
、
棚
卸
資
産
回
転
率
が
中
小
紡
に
お

い
て
著
し
く
良
好
で
あ
り
、
又
使
用
総
資
本
回
転
率
も
中
小
紡
が
擾
舵
に
あ
る
に
反
し
、
同

定
資
産
回
転
事
は
却
っ
て
大
紡
制
の
方
が
良
好
で
あ
る
。
中
小
紡
縦
に
お
い
て
棚
卸
資
・
脱
回

転
率
が
著
し
く
良
好
な
理
由
は
、
大
紡
制
の
如
く
多
岐
に
一
回
一
る
兼
営

-m門
を
持
つ
も
の
が
少

い
た
め
仕
掛
り
朋
間
が
短
縮
さ
れ
る
外
、
経
営
に
制
作
力
性
を
有
し
所
制
小
姻
り
が
利
〈
こ
と

に
よ
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
国
定
資
産
回
転
本
が
大
紡
制
に
及
ば
ぬ
理
由
は
、

中
小
紡
に
は
新
設
々
備
が
多
い
こ
と
と
、
必
ず
し
も
充
分
な
償
却
を
実
施
し
て
い
な
い
こ
と

に
よ
る
固
定
資
産
待
耐
の
削
耐
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
使
用
総
資
本
回
転
率

に
お
い
て
は
布
の
二
点
が
総
合
さ
れ
る
結
果
、
中
小
紡
の
優
位
性
が
か
な
り
部
れ
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
収
議
力
に
泣
ぼ
す
ウ
エ
イ
ト
の
点
よ
り
見
れ
ば
、
最
も
端
的
に
影
響
す
る

の
は
棚
卸
資
産
回
転
車
で
あ
り
、
資
金
回
転
度
に
お
い
て
も
中
小
紡
が
優
位
に
あ
る
こ
と
は

否
み
難
い
。

一
一
一ムハ

(
第
九
表
)

(
単
位

: L_定1年

| 五四五 I~~~I 守
iδλ二|率産|!雪
'0 二七 I ! 

諸

回

転

率

対

比

〈
詮
)

一
使
用
総
資
本

一
棚

卸

資

産

一
国

一

回

転

率

一
回

転

率

一

回

一

一

・
五

一

ニ

三

ニ
三

一

一

・五
二

六
・八
O
一

一

二
三

-
一一

九
二

八
一

凶
十
大
紡
は
五
社
、
新
紡
は
五
社
、
新
々
紡
は
凶
社
。

ω
呉
羽
紡
刑
問
責
笠
側
、
附
和
二
十
七
年
上
半
期
。

々

(吋

製
品
の
市
場
価
値

各
地
繊
維
取
引
所
に
お
け
る
受
渡
供
用
品
の
紡
績
グ
ル
ー
プ
別
絡
差
を
見
れ
ば
第
十
表
の

通
り
で
あ
り
、
こ
れ
が
正
確
に
市
場
価
値
の
差
興
を
現
わ
し
て
い
る
や
否
や
は
甚
だ
焼
聞
な

が
ら
、
大
体
そ
の
傾
向
を
現
わ
し
て
い
る
も
の
と
児
て
大
し
た
狂
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
尤

も
表
而
的
な
市
場
側
値
の
差
異
が
全
而
的
に
中
小
紡
の
不
利
に
な
る
と
は
見
ら
れ
ず
、
コ
ス

ト
の
削
安
に
よ
り
相
殺
さ
れ
る
而
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
差
異
、
す
な
わ
ち
市
場

に
お
け
る
独
占
力
、
チ
ョ
ッ
プ
の
価
値
、
信
用
力
等
に
起
幽
す
る
差
異
等
に
関
し
て
は
明
か

に
大
紡
獄
が
優
位
に
草
つ
も
の
と
見
ら
れ
る
。

(

第

十

表

)

取

引

所

に

於

け

る

製

品

柑

差

対

比

(

単

位

-

一

棋

準

口聞

に

対

す

る

枯

差

一

一

大

阪

三

日

間

取

引

所

一
東
京
繊
維
取
引
所

一
腕
古
屋
紬
維
取
引
!
一

一
十
大
紡
物
平
均

一

O
一

O
一

O

一

新

紡

物

平

均

一

村

凹

・九
三
一

五
・七

八

四

・五
八
・

一
新
々
紡
物
平
均

一

付

五
・四
二

λ
・

一

三

五

・二
五

〈役
〉
二
十
八
年
十
二
月
限
に
対
す
る
給
付
に
よ
る
。

円

ト)(ー)

←) {ー)

(丹

dH
a

ι注
目
凶

V
An

-
小

ナ

釧

吋

『

詰
利
益
率
を
グ
ル

ー
プ
別
に
対
比
す
れ
ば
第
十

-
表
の
辿
り
、
十
大
紡
に
比
し
中
小
紡
の

方
が
優
秀
な
結
果
を
示
し
て
い
る
。
所
臓
に
中
小
紡
が
好
収
読
を
挙
げ
得
た
原
因
は
、
前
述

の
生
産
賞
、
資
金
回
転
皮
に
於
け
る
優
位
性
が
製
品
の
市
場
制
値
に
お
け
る
不
利
を
カ
パ

l



し
て
な
お
余
り
が
あ
っ
た
こ
と
の
外
、
経
営
の
弾
力
性
に
お
け
る
優
位
(
後
述
参
照
)
に
よ
る

も
の
と
見
ら
れ
る
。

(第
十

一
表

)
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利
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率
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(
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一
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!

i

ll
・一・
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1
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降
雨
h
l陣
」'収
'陣
弘
γ
一収

ihl陣

一
十

大

紡

一

二
・
八

噌

四
・
二

一
五
・
O
一

八
三
・
一

一
新

紡

一

八
・
九

九

・八
一

八
宅
・
二

入
七
一
・
六

「
川
l
ぃ
ー
ー
問
ト
|
|
|門
川
「
l

一
一
・三
一

久
二
・
二

二
一
六
・
0

〈
紋
V

十
大
紡
は
笈
社
、
帽
制
紡
は
王
位
、
新
h
紡
は
四
社
。

県
別
例
紡
絢
古
品
市
申
.湖
、
昭
和
二
十
七
年
上
半
期
。

)
 

'
E
J
 

I
 

(
 
経
営
の
弾
力
性

中
小
紡
に
お
い
て
は
十
大
紡
に
比
し
組
織
と
し
て
動
く
面
が
少
く
、
小
数
の
首
脳
者
の
裁

量
に
よ
り
運
営
さ
れ
る
面
が
多
い
。
従
っ
て
所
甜
小
廻
り
が
利
舎
、
経
営
の
弾
力
性
の
点
で

は
粧
し
く
艇
位
に
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

具
体
的
に
は
、
販
売
政
策
而
で
は
適
時
過
切
な
地
慌
を
速
か
に
実
施
で
お
e
、
生
産
閣
で
も

こ
れ
に
即
応
し
た
態
勢
を
取
り
易
〈
、
労
務
の
而
で
も
工
員
の
定
住
度
、
組
合
勢
力
の
部
弱

性
等
の
点
よ
り
融
、
過
性
が
大
で
あ
り
、
吏
に
大
紡
績
の
知
〈
世
間
態
乃
至
面
子
を
考
慮
す
る

(
第
十
二
表
)

l 別
; I輪

一一i一一一l州

新新十 i 灯 !別
合|比 i引

大llz
計 IN'十 ! ./.">.. I 対

紡紡紡 i 紡紡紡 | 刀 i比

|数
回三 E

大六九
五入二 三

六九七九
二六五一
九七 一一

内
需
、

輸

出

正ド

量

十

....... ノ、

年

IIB 

和

々

新新十

大

二
五
て
四
三
五

五
回
、
二
八

O

一
六
、
六
五
五

三
二
二
、
一
-
一
七

O

七

年

イー

昭

和

.1{ 

中
小
紡
縦
の
地
位
と
そ
の
将
来
に
つ
い
て

% 

必
要
が
少
い
た
め
思
い
切
っ
た
施
策
を
取
り
締
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
反
し
大
紡
績
で

は
大
き
な
機
桝
が
組
織
的
に
動
い
て
い
る
為
情
勢
の
変
化
に
応
ず
る
速
か
な
態
勢
の
転
換
が

困
難
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

か
か
る
経
営
の
弾
力
性
に
お
け
る
優
位
性
は
中
小
紡
進
出
の
極
め
て
大
き
な
要
因
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
反
面
、
独
裁
的
な
経
営
態
勢
は
万
.
施
策
が
宜
し
き
を
柑
な
か
っ

た
場
合
に
は
数
命
的
欠
陥
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
中
小
紡
の
脆
弱
性
の
一
因
と
な
っ
て

い
る
と
も
見
ら
れ
る
。

関
金
融
機
関
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

金
融
機
関
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
は
中
小
紡
が
大
紡
績
に
劣
る
と
と
は
多
言
を
要

し
な
い
で
あ
ろ
う
。
殊
に
原
綿
に
対
す
る
別
口
外
貨
貸
及
び
ス
タ
ン
プ
手
形
制
度
の
適
用
が

廃
止
さ
れ
、
綿
業
に
対
す
る
金
融
上
の
優
遇
措
置
が
殆
ど
な
ぐ
な
っ
た
上
、
一
般
的
に
金
融

引
締
政
策
が
取
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
在
で
は
、
金
融
機
関
と
の
コ
ネ
ク
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
大
紡

績
の
優
位
性
は
一
段
と
強
ま
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

川
刊
原
綿
制
述
面

新
版
制
制
当
方
式
で
は
輸
出
促
進
策
と
し
て
の
色
彩
が
か
な
り
強
い
た
め
、
輸
出
の
ウ
エ

イ
ト
の
大
会
い
紡
績
に
有
利
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
と
の
点
第
十
二
表
に
示
す
通
り

圧
倒
的
に
十
大
紡
が
優
位
に
立
っ
て
い
る
。
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四
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四
六
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紡

一
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‘an
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b
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-

五
六
、
九
三
七

一
二
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七
五
O

五
、
四
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八

七
五
、
一
七
五

五
三

一

五
二
、
O
七
四
一

二
九

一

一

一
一
O
、
九
O
一
一
一
一

-
五

一

コ

一
O、
O
四
六
一

四

O

一
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一

一一一一

一

四
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O

九

、
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七
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一

四

三
、
六
五
三
一

八

五

一

三

五
、
五
三
四

一

六

O

一

一
八
八
二
九
八

一

一O
O

一0
0

一0
0

一O
O

;l 
綿
糸
五t

よ
る
~，gJ 
A 
包S

を
可ミ

す E。ー

新新十
必、
1:1 

大

昭
和
二
十
八
年
一
|
三
月

々

更
に
新
原
綿
訓
当
方
式
実
施
に
よ
る
稼
働
本
の
変
化
右
試
算
す
れ
ば
第
十
三
表
の
通
り
で

め
り
、
第
十
二
表
よ
り
類
推
し
て
仮
り
に
総
出
荷
高
に
対
す
る
愉
出
向
の
割
合
を
十
大
紡
五

O
%
、
新
紡
三
O
M
m
、
一
粉
々
紡
二
O
%
と
す
れ
ば
、
稼
働
率
は
夫
々
八
七
%
、
六
六
%
、
六

三
M
m
と
な
り
、

十
大
紡
対
中
小
紡
の
優
劣
は
い
よ
い
よ
判
然
と
す
る。

-
折
原
綿
剖
当
方
式
に
よ
る
輸
出
制
合
と
稼
働
率
の
変
化
対
比

新新司詩
船長i蚕

大11土1告1'--"
の対

M~ジJ 紡 1%す

ノ守

0 九八
! I四五七

i入圭 δ

一

て

o丘
一
一
O
第
一
三
O
%
一
四

広

一

一
間
0
・九
一
円
六
・
二
五
二
・五
一
六

0
・七
一
七
て
七
一

一
間
四
・八
一
五

0
・四
一
五
七
・凹
一
六
六
・四
一
七
λ
・四
一

一
四
九
・=一
一
五
五
・
凹
一
六
三
一・
二
一
七
=
一二
一

八
六
・
三

(れ

)ω
単

位

銘

ω
内
川
刷
月
十

一
万
制
と
し
て
吠
算
。

ω
一
日
一
一
銀
能
力
は
ご

O
稀
倹
鈴

0
・
八
封
民
主
し
て
計
然
。

川
山
輪
山
例
当
が
同
-
の
似
合
中
小
朴
仙
の
方
が
幾
分
的
情
働
率
が
刊
〈
な
る
の
は
敵
陣
州
制
当
に
恭
M
M抽
M
M
怖
が
総

め
ら
れ
て
い
る
お
で
あ
る
。

0 
5話

五
O

%

(ヲ)

市
場
独
占
力

綿
製
品
の
市
場
制
備
に
お
け
る
十
大
紡
、

中
小
紡
附
の
訟
間
以
は
前
述
の
泊
り
で
あ
・る
が
、

市
場
制
柿
の
差
拠
は
時
期
に
よ
り
必
ず
し
も
一
定
で
は
な
く
、

大
体
に
お
い
て
相
場
向
勝
附

に
は
差
鰍
が
小
と
な
り
、

下
落
時
に
は
大
と
な
る
傾
向
に
あ
あ
。

こ
の
事
は
十
大
紡
物
と
中

小
紡
物
と
で
は
或
る
程
度
市
場
の
分
野
が
異
な
っ
て
お
り
、

し
か
も
中
小
紡
物
の
市
場
の
方

が
フ
ラ
グ
チ

エ
l
シ
ヲ
ン
が
激
し
い
と
と
を
現
わ
し
て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

こ
れ
は
勿
論
、

十
大
紡
製
品
は
流
通
経
路
が
比
較
的
定
ま
っ
て
い
て
浮
動
玉
が
少
い
こ
と

に
も
よ
る
が
、
仰
に
大
き
な
原
因
と
見
ら
れ
る
の
は
、
十
大
紡
の
市
坊
に
お
け
る
強
力
な
独

占
力
が
或
る
制
収
度
市
場
合
操
作
し
仰
る
の
に
反
し
、

中
小
紡
は
数
に
お
い
て
も
資
力
に
お
い

一
二

八

て
も
市
場
独
占
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
困
僻
な
実
情
に
み
る
こ
と
で
あ
る
。
此
の
点
十
大
紡

の
中
小
紡
に
対
す
る
催
位
性
は
甜
わ
ば
絶
対
的
と
考
え
ら
れ
る
。

同
総
合
的
観
点
よ
り
見
た
悦
劣

以
上
個
別
的
観
点
よ
り
見
た
桜
劣
を
一
表
に
纏
め
れ
ば
第
十
四
表
の
通
り
と
な
る
。

大

紡

起i
と

紡
棋
の

紡|僅

i劣

i 1上比:屯ヒ4が紛t氏'!I 山
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し
か
し
て
こ
れ
を
総
合
的
に
見
れ
ば
、
中
小
紡
績
に
お
い
て
は
、
生
産
賀
が
低
位
に
あ
る

こ
と
、

資
金
回
転
率
が
良
好
で
あ
る
こ
と
、
立
地
条
件
が
有
利
で
あ
る
こ
と
等
に
よ
り
利
益
率

が
防
ぐ
、
結
局
主
と
し
て
企
業
の
収
孤
力
の
点
で
大
紡
績
に
優
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
大
紡

棋
は
、
企
業
規
模
の
適
正
、
労
働
生

fr一性
の
優
位
等
企
業
の
生
産
能
掠
が
良
好
で
あ
る
外
、

市

場
に
お
け
る
独
占
力
、
過
去
に
常
々
と
し
て
階
っ
て
来
た
暖
慌
に
よ
り
製
品
の
市
場
価
値
が
市



〈
、
又
金
融
機
関
と
密
接
な
コ
ネ
グ
ジ
ヨ
シ
を
有
し
、
・
更
に
対
外
的
発
言
力
に
お
い
て
中
小
紡

に
優
る
等
、
結
局
主
と
し
て
企
業
の
安
定
性
に
お
い
て
著
し
〈
優
位
に
あ
る
と
一一一一問う
こ
と
が
出

来
よ
う
。
更
に
経
営
の
弾
力
性
に
お
け
る
中
小
紡
の
優
位
性
は
、
企
業
の
収
益
力
の
点
か
ら
見

れ
ば
大
紡
績
よ
り
催
位
に
あ
る
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
安
定
性
の
点
か
ら
は
必
ず
し
も
優
れ
て

い
る
と
は
見
ら
れ
ず
、

却
っ
て
マ
イ
ナ
ス
の
要
因
と
な
る
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
る
。

斯
〈
大
紡
績
は
企
業
の
安
定
性
に
お
い
て
、
又
中
小
紡
績
は
企
業
の
収
益
性
に
お
い
て
夫
々

優
れ
て
い
る
が
、
企
業
の
将
来
を
考
慮
す
る
と
き
は
特
に
そ
の
存
続
力
が
問
題
と
な
り
、
安
定

に
優
れ
た
大
紡
績
に
歩
の
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
そ
の
限
り
に
お
い
て
中
小
紡
縦
の
弱
体

性
は
世
上
言
わ
れ
る
通
り
否
み
難
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

戦
前
、
我
が
国
綿
業
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
昭
和
十

1
十
二
年
頃
は
、
第
十
王
表
に
見
る
通
り

綿
糸
生
産
高
が
年
間
一
四
|
五
億
封
度
に
達
し
、
綿
布
輸
出
高
が
二
六

l
七
億
方
碕
に
進
ん
だ

が
、
そ
の
頃
で
も
紡
績
設
備
の
実
際
運
転
錘
数
は
八
!
九
百
万
錘
程
度
で
あ
っ
た
事
実
を
考
慮

す
れ
ば
、
今
日
年
間
の
綿
糸
生
産
高
が
七
l
八
億
封
度
、

綿
布
輸
出
高
が
八
|
九
億
方
耐
に
過

F
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
な
お
七
六

O
万
飯
の
迎
転
可
能
殻
備
を
有
す
る
こ
と
は
明
か
に
過
剰
と

-一宮
、
え
る
。

紡
績
の
設
備
、
生
産
並
び
に
輸
出
の
推
移

(
単
位
:
設
備
日
千
錘
、
糸
H
百
万
封
度
-

別

一
腕
転
可
純

一
運
転
錘
数

一
倒

産

献

訂

輸

十

年

↑

L
八
、
一
九
七
一
て
四
二
四
一

十

一
年

一

ム

八
二
二
九
二
一
一
、
四
四
三
一

十
二
年

一

|
一
八
、
九
七
三
一
て
五
八
六
一

間
和
二
十
五
年

一
四
、
三
四

二

三
、
八
入
間
一

五
一

七
一

世

三

十
六
年

一
六
、

三
六
七
五
、
六
五

O
一

七
一

三

世

二
十
七
年

~
七、
四
五
二
一
五
、
六
八
四

七
四
九
一

手
二
十
八
年

一
七
、
六
六
一二

.
七
、一

一一一一

八
六

一
十

(
従
)

問

般

術

鑑
数
は
各
年
末
現
在
。

ω
般
出
棚
、
生
溢
は
紡
級
協
会
問
。

同
刷
紛
山
は
戦
前
は
大
蔵
省
税
関
僚
側
、
戦
後
は
輸
出
総
紘
統
計
協
会
調
。

〈
第
十
五
表
)

長引年 |

中

小

紡

組

の

地

位

と

そ

の

将
来
に
つ
い

て

布
H
百
万
方
略
)

高

布

出
糸
一
綿

三
九
…
二
、
七
二
五

四
凶
一
二
、
七

一
O

五
二
一
二
、
六
四
四

一一
一一一一一

、
O
六
四

二

六

て

O
八
六

二
八
-

七
五
八

二
0
・

九

一
五
一

し
か
も
輸
出
町
に
お
い
て
は
、
綿
業
後
進
国
の
発
広
、
各
国
貿
易
政
策
の
動
向
よ
り
す
る
世

界
綿
貿
易
の
縮
小
傾
向
(
第
十
六
表
)
等
か
ら
、
今
後
輸
出
は
減
り
と
そ
す
れ
大
幅
の
増
加
は
先

ず
予
測
し
得
ず
、

一
方
内
需
面
に
お
い
て
も
、
先
行
人
口
増
加
は
見
込
ま
れ
る
も
の
の
化
織
の

進
出
を
考
慮
す
れ
ば
、
と
れ
ま
た
飛
躍
的
な
需
要
増
加
は
考
え
ら
れ
ず
、
更
に
総
コ

ス
ト
の
大

部
分
を
占
め
る
原
綿
を
全
面
的
に
輸
入
に
依
存
す
る
制
業
に
お
い
て
は
、
右
の
如
き
世
界
制
貿

易
の
縮
小
傾
向
を
考
慮
す
れ
ば
先
行
原
綿
輸
入
の
錦
朋
化
も
予
想
さ
れ
、
従
っ
て
原
料
面
よ
り

の
制
約
も
不
可
避
と
考
え
ら
れ
る
。
然
り
と
す
れ
ば
前
述
の
通
り
中
小
紡
績
が
企
柴
の
存
続
力

に
お
い
て
大
紡
蹴
に
劣
る
限
り
、

現
在
一
二

O
社
を
超
え
る
中
小
紡
績
が
将
来
も
現
状
の
砲
で

存
続
す
る
こ
と
は
極
め
て
悶
難
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る。

2?li:JZF1 
十 十 十十 十十十
八七六五回 三二
年年年年年年年

}Jll 
世
界
の
綿
糸
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…
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四
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支
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宅
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三
一九回
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三
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ニ
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凶一)
一
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(五七
)
一

七
・
一
(
歪
)一

一、一
吉一三
・八
(
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一

一八八
・
一
(
ニ
九
)
一

望
・六(四一一)
一

一・九
(
玉
)一

一、O
七
ニ
(
大
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一

一人
穴
・九
(一一八)一

単
位
、
糸
:
百
万
創
段
、
布
:
百
万
方
側
、
百
万
M
M
聞
剛
、
千
キ

y
p
ル
を
其
の
似
合
針
。

何
抽
M
噛
内
は
昭
和
十
二
年
を

一
O
Oと
し
た
剣
数
。

作
間
半
則
平
均
m
棚
、
但
し
問
如
何
こ
十
八
年
は
抑
制
-
・
回
出
中
川
。

い
尿
と
は
綿
糸
ほ
十
三
カ
図
、
紛
布
は
十
七
カ
国
の
合
計
。

炎
筒
ヨ
V
B
F
Y

・
ポ

f
F
資
料
に
よ
る
。

糸

綿

出

世

4 5 

三
、
中
小
紡
績
の
将
来

付
中
小
紡
績
存
立
の
基
盤

右
の
如
〈
一

二
O
社
宮
超
え
る
多
数
の
中
小
紡
が
現
状
の
儲
で
存
続
す
る
こ
と
は
困
難
と
見

ら
れ
る
も
の
の
、
先
行
こ
れ
等
が
全
面
的
に
脱
越
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
。

避
し
大
紡
績

ニ

.
九



論

説
(
そ
の

二
)

-麗梁

・
物
価
等

と
中
小
紡
績
と
で
は
、
川
製
品
の
分
野
が
今
後
も
か
な
り
異
な
っ
た
方
向
を
辿
る
も
の
と
見
ら

れ、

M
W
ま
た
製
品
の
流
通
経
路
が
異
な
る
た
め
中
小
紡
鎖
に
も
独
自
の
生
き
る
道
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
大
紡
績
が
高
級
品
化
の
方
向
に
あ
る
に
反
し
、
中
小
紡
で
は
中

下
級
品
生
'
援
に
向
っ
て
お
り
、
こ
の
点
中
小
紡
の
生
産
に
は
弾
力
性
が
大
き
く
小
廻
り
が
利
く

た
め
大
紡
舗
の
間
隙
を
縫
う
こ
と
が
容
易
で
あ
る
。
更
に
後
者
に
つ
い
て
も
、
大
紡
縦
の
糸
の

流
れ
ゐ
経
路
は
略
、
定
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
系
列
以
外
の
市
場
を
対
象
と
し
て
中
小
紡
の
生
き

る
逃
が
存
す
る
わ
け
で
あ
る
。

斯
〈
市
場
的
に
存
立
の
余
地
が
あ
る
上
、

中
小
紡
の
収
益
力
に
お
け
る
抜
書
難
い
力
を
考
鼠

す
れ
ば
、
今
後
相
当
程
度
の
再
編
成
は
免
れ
な
い
に
し
て
も
、
曾
て
昭
和
十
六
年
頃
よ
り
実
施

さ
れ
た
ご
と
会
強
権
発
動
に
よ
る
強
制
合
併
で
も
な
い
限
り
、

中
小
紡
績
が
全
ぐ
影
を
没
す
る

様
な
こ
と
は
先
ず
な
い
で
あ
ろ
う
。

同

中

小
紡
再
編
の
あ
り
方

然
ら
ば
中
小
紡
の
再
編
は
先
行
如
何
な
る
形
を
取
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
品
開
て
濫
立

し
た
中
小
紡
制
が
明
治
三
十
年
代
の
・
飽
紡
・宮
中
心
と
す
る
合
併
を
は
じ
め
と
し
て
、
不
況
が
到

来
す
る
毎
に
披
即
一統
合
を
繰
り
返
し
、
そ
の
聞
に
自
ら
中
心
的
な
大
紡
紛
が
形
成
さ
れ
、
そ
の

後
附
和
二
年
の
金
融
恐
慌
を
契
機
と
し
て
中
小
紡
拙
へ
の
統
合
が
促
進
さ
れ
、
附
和
六
年
当
時

に
は
五
大
紡
縮
が
館
教
に
お
い
て
全
紡
般
の
五
割
以
上
の
勢
力
を
持
つ
に
至
っ
た
と
言
う
が
如

き
、
大
紡
紛
へ
の
吸
収
合
併
と
言
う
形
で
中
小
紡
績
が
再
相
制
さ
れ
る
と
と
は
先
ず
な
い
で
あ
ろ

う
。
ー
で
の
理
由
は
、
戦
前
の
犠
相
と
拠
な
り
大
紡
蹴
自
休
も
今
や
生
産
規
模
拡
大
の
相
対
的
限
界

に
近
づ
い
て
い
る
上
、
中
小
紡
献
の
設
備
に
は
大
紡
制
の
要
求
す
る
如
き
日
級
化
さ
れ
た
も
の

が
乏
し
い
た
め
大
紡
献
が
食
指
を
動
か
す
こ
と
は
少
い
で
あ
ろ
う
と
児
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
再
編
の
在
り
方
と
し
て
は

-
応
次
の
如
主
総
が
考
え
ら
れ
る
。

ω
大
商
社
と
の
挺
悦

中
小
紡
縦
中
に
は
現
在
慨
に
資
本
、
仕
入、

販
先
の
各
而
に
百
一
り
大
商
社
と
務
桜
な
開
辿

を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
と
の
傾
向
は
将
来
資
金
町
の
窮
胤
化
と
共
に
更
に
進
股
す
る
も
の
と

見
ら
れ
る
。

n
r
u
 

有
力
新
紡
と
小
紡
紛
の
合
同

先
行
不
況
到
来
時
に
は
、
有
力
新
紡
が
小
紡
献
な
吸
収
し
て
適
正
脱
税
へ
述
せ
ん
と
す
る

二
二
O

動
き
、
又
は
同
系
小
紡
績
の
経
営
不
侮
か
ら
親
紡
績
が
こ
れ
を
吸
収
せ
ん
と
す
る
勤
き
等
が

予
想
さ
れ
る
。

間

有
力
紡
般
の
適
正
規
模
へ
の
発
展

近
江
絹
糸
、
近
藤
紡
系
三
社
の
如
〈
設
備
錘
数
に
お
い

て
現
在
既
に
十
大
紡
の
末
位
会
社

を
凌
鵜
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
今
後
も
斯
〈
の
如
〈
大
紡
般
と
太
万
打
出
来
る
ま
で
に
発

展
す
る
も
の
も
出
て
来
る
で
あ
ろ
う。

州
大
紡
献
に
よ
る
特
定
中
小
紡
棋
の
徴
収
合
併

前
述
の
如
〈
大
紡
績
の
全
面
的
な
中
小
紡
吸
収
は
先
ず
あ
り
得
な
い
と
し
て
も
中
小
紡
獄

中
に
は
大
紡
績
と
既
に
特
殊
関
係
に
あ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
等
に
つ

い
て
は
先
行
統
合
の

可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
特
に
特
殊
の
技
術
を
持
っ
て
実
質
的
に
は
同
一
会
社
の
一
工
場
的

存
在
で
あ
る
織
な
場
合
に
は
、
そ
の
可
能
性
が
大
き
い
も
の
と
見
ら
れ
る
。

勿
論
具
体
的
再
編
に
当
つ
て
は
布
以
外
に
各
種
の
方
式
が
生
れ
る
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
ど
れ
か
の
制
に
洩
れ
た
弱
体
の
中
小
紡
は
、
不
況
が
深
化
し
た
場
合
に
は
脱
柑
怖
を
余
儀

な
〈
さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
脱
落
し
た
紡
献
の
般
仙
は
、
結
局

他
繊
維
の
紡
出
に
転
換
す
る
か
又
は
宛
も
織
布
謀
者
に
お
け
る
削
工
迎

(綿
ス
フ
織
物
工
業
迎

合
会
〉
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
如
〈
殆
ど
遊
休
化
し
、
僅
か
に
好
景
気
時
に
の
み
稼
動
す
る
と

言
う
状
況
と
な
り
、
中
に
は
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
さ
れ
る
も
の
も
砂
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

四
、
あ

と

古t

き

以
上
に
よ
り
中
小
紡
献
の
業
界
に
お
け
る
地
位
及
び
そ
の
将
来
を
概
観
し
た
が
、
戦
後
に
お

け
る
中
小
紡
献
の
椛
点
は
、
戦
前
の
場
合
と
銀
り
、
自
ら
・
中
心
的
な
も
の
に
吸
収
さ
れ
て
行
〈

と
言
う
魁
却
過
程
を
辿
り
刑
判
ぬ
と
こ
ろ
に
、

判刷
業
勃
興
別
に
お
け
る
糧
立
と
は
質
的
に
異
な
っ

た
も
の
を
内
包
し
て
お
り
、
従
っ
て
窮
極
に
お
い
て
は
股
仙
投
資
の
ロ
ス
と
な
る
聞
が
か
な
り

有
り
柿
る
と
見
ら
れ
る
点
に
大
き
な
間
泌
を
学
ん
で
い
ゐ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
大
阪
支
出

広
野
)


